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予防のための子どもの死亡検証体制整備モデル事業を
実施することとなった経緯（三重県）

乳児死亡率（出生千対）

全国
２位

全国
４位

幼児死亡率（出生10万対）

H27年度乳幼児の事故予防推進事業

・関係機関担当者（小児科医、
消防関係、保育士、市町保
健師、県保健師など）での
乳幼児死亡の状況の共有・
分析、事故予防策の検討
・子育て支援に関わる者への
研修
・月齢に応じたチラシ等で
事故予防の啓発 等

小児死亡や死亡検証
の関心が高まり、県
内小児科医の方々が
中心となった有志の
CDRの勉強会がH27年
から開催
※H30年度までは県は参加
していなかった

・

健やか親子支援事業
出産・育児まるっと
サポートみえ推進事業

・各市町での事故予防
の取組状況の把握
・事故予防や母子保健
に携わる市町保健師、
助産師、保育士など
を対象とした研修
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予防のための子どもの死亡検証体制整備モデル事業（三重県）

情
報
を
匿
名
化

予防のための子どもの死亡検証（Child Death Review（CDR））は、子どもが死亡し
た時に、子どもの既往歴や家族背景、死に至る直接の経緯等の情報を関係機関から
収集し、複数の機関により検証を行うことによって、効果的な予防策を導き出し予
防可能な子どもの死亡を減らすことを目的とするもの。
関連法律：成育基本法、死因究明等推進法

①CDR関係機関連絡調整会議
・年２回
・CDR事業について広く周知し、また結果報告等を行う場

②情報の収集・整理等

（事務局）
・医学的死因等情報と
人口動態情報を収集

・その他必要な情報が
あれば、調査

③多機関検証委員会

・２か月に１回
・死因や関係する
背景について
多角的な検証を
実施

④政策提言委員会

・年２回
・多機関検証委員会
での検証結果等を
踏まえ、県へ提言

要旨

委託（三重大学）

連携・協力 連携・協力

事業内容
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モデル事業フロー図①

三重大学

対象：令和２年４月～１２月に
死亡した１８歳未満の子ども
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②死亡小票
受理（県）

新規事例に登録番号を付ける
死亡調査票提供依頼

死亡調査票受領



モデル事業フロー図②
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スケジュール

６月 ７月 ８月 ９月 10月 11月 12月 １月 ２月 ３月

CDR
連絡
調整
会議

第１回 第２回

情報
収集
・
管理

多機
関検
証委
員会

第１回 第２回 第３回 第４回

政策
提言
委員
会

第１回 第２回

委託（三重大学）

医療機関情報と追加情報は随時、人口動態データは毎月収集
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